
点数 各項⽬20点満点

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

90 ご協⼒お願いいたします あきら ⼀般審査員A 20 18 20 16 20 94 注意書きから物語が始まるのは新鮮でしたね。動画化したらテロップとして使
われるかもしれない。儀式のお作法が書かれていましたが、絶対にやりませ
ん。閉鎖的な村が舞台で⼈間のやることはいつの時代も変わらない。そして、
それは禁断の領域へと進んでいくという展開は陰鬱な感じがしてきましたな。
禁断の関係で⽣まれた⼦供は、最初は労働⼒として使われたが、それがやばい
と理解した時には堕とされてしまう。その堕とされた⼦供は供養されたがそれ
も最初だけ。もう、やっていることが闇ですな。堕とす技術もめちゃくちゃ
だったこともあり、ミスってしまったため異形のものが⽣まれてしまったと。
その異形のものが⾷事するシーンはやばいかもしれない。全体的に⾼得点にし
ています。まじで気味が悪い話でした。

90 ご協⼒お願いいたします あきら ⼀般審査員B 14 12 13 10 12 61 始めの事前準備の説明を⾒た時は呪術かなんかの類かなと思っていたら、婚礼
の儀式でしたか。昔に流⾏ったチェーンメールみたいな話でしたね。⼦供の境
遇は可哀想だと思いましたが現実離れしていて⼊り込めませんでした。婚礼の
儀式のやり⽅をもっと簡単にすぐできる⽅法にして読んでる⼈に100%やって
もらって、読んでる⼈を絶望に追い込んで欲しかったです。

90 ご協⼒お願いいたします あきら ⼀般審査員C 17 16 15 14 18 80 最初に読む者が躊躇するような書き出しで既にこれから始まる物語への引き込
み⽅がとても上⼿でしたそして読み始めていくと何とまぁ悍ましく陰惨な因習
とでも⾔いましょうか 湿度や暗さ、そして臭いまで想像出来てしまうような
ドス⿊いお話で最後まで楽しめました ⾃分勝⼿な⼈間の怖さがとてもポイン
ト⾼いです それとまさかの婚礼の儀！そっちかーとカウンターを決められた
ので意外さは⾼めとなりました。

90 ご協⼒お願いいたします あきら ⼀般審査員D 13 12 16 14 12 67 哀しいというより哀れな話だと思いました。前段の準備云々という段階で、話
をよく練ったのだろうというのはよく伝わってきました。「昔の村」というい
かにも閉鎖された中で⾏われていた悪習に纏わる話は読んでいてとても気分が
悪く、憐憫の気持ちも湧いてきます。所謂、前段が終わってからの展開はこの
⼿の話にありがちな展開だと感じました。意図はわかりませんが、後半になる
につれ改⾏・空⽩が多すぎるのでテンポが急激に悪くなる印象があり残念でし
た。

90 ご協⼒お願いいたします あきら ⼀般審査員E 10 10 20 10 20 70 タイトルからこのお話は想像出来なかったのと、最初にお願いされた事前準備
が降霊術では無くて婚礼の儀式だったのは意外だったので意外さを⾼く付けま
した。お話の組⽴ては新しいとは思いましたが、孤⽴した集落での、こう⾔っ
たお話⾃体には新しさは感じませんでした。また、この組⽴て⽅だと、⼀回読
むと「オトリ」にする事がネタバレになるので、再度読むのは無いかなと思い
ました。好みの問題ですが、こういった忌々しいお話は、個⼈的に好きでは有
りませんでした。

90 ご協⼒お願いいたします あきら ⼀般審査員F 18 15 15 16 16 80 まず、タイトルに興味を惹かれ、⼀気に読み進めましたが、⾮常に良く出来た
作品でした。素晴らしい！私がこれまで読ませていただいたお話の中でも１、
2を争うぐらい⾼評価です。書き出しから独特で、読者に語りかけ、お願いをす
るスタンス。内容的には所謂、伝播系のお話になる訳ですが、怖いけれど先が
気になる、更に読みたくなる、そんな魅⼒のある内容です。最初に語られた儀
式めいたものは〝あの⼦〟を呼び出す降霊術的なものではなく、⺟の鞠⼦を呼
び寄せる為の『婚礼の儀』である、というのも意外性があり良かったです。⾏
間もあり、読みやすさという点でも⾮常に⾼評価。

90 ご協⼒お願いいたします あきら ⼀般審査員G 20 15 18 10 15 78 えぇーーーーーっ、読んじゃったよぉ〜泣 本当に怖い！恐ろしい！タイトル
が⁇だったんですけど、こーゆー事だったんですね…⾊々な怖さが相まって怖
さの点を満点にしてしまいました。もう、冒頭の準備段階から何⁈何⁈だった
んですけど…でもお話しの内容はとても切なく可哀想なんですよね…なのであ
んまり怖い怖いと⾔うのも申し訳無い様な…この⽇本にこんな事が本当に⾏わ
れていたのがなんとも悲しいです。 このお話しは⽂章の構成も新しく、読み
応えがあり全体的に⾼評価とさせて頂きました！本当に⾯⽩かったです。

90 ご協⼒お願いいたします あきら ⼀般審査員H 15 20 15 20 15 85 この怪談は夜に読んで欲しい。特に男性の⽅は。読み⼿に背負わせる系の怪談
はたくさんありますが、この怪談は⽣々しすぎました。まるで噺家の舞台を観
ているかのような独特の世界観に⼀気に引き込まれました。悲しみ、絶望を煮
詰めて煮詰めて⼀気にぐちゃっと握りつぶすような展開に息が詰まりました。
淡々とした状況説明なのに、想像したそばから恐怖で脳が掻き回されるような
感覚に新しさも感じました。すばらしい作品です。

90 ご協⼒お願いいたします あきら ⼀般審査員I 15 13 13 10 11 62 おつかれさま的な話なんだろうなと思ったら。。。あの⼦を想像するのは難し
かったです。鞠⼦にもあの⼦にも⽣前つらかったぶんあちらで幸せでいて欲し
かったのですが呪う⽅になってしまったなんて切ないお話でした

90 ご協⼒お願いいたします あきら ⼀般審査員J 15 18 15 16 12 76 怖さ：村⼈⾃⾝が招いた災難であるにも関わらず、犠牲になった親⼦のお話に
悲しさと「あの⼦」の⽣への執念、悲しさと恨みの深さがよく伝わってきて、
怖さを感じました。
鋭さ：話のテンポが⾮常によく、読みやすい話となっていました。⺟親の気持
ちが読者に伝わりやすい物となっていたと思います。また「あの⼦」の⾏動と
⾏動理念についても⾮常にわかりやすくなっていました。
新しさ：導⼊に準備を⾏う⽅のみ読めるという点がこれまで⾒たことがない話
の展開と思いました。
ユーモアさ：SNSを活⽤して、拡散という点について、昔のチェーンメールで
の怪談話を思い出しました。
意外さ：村⼈の⼦孫が話者であったことが最後までわからなかったことに良さ
がありました。

合計 157 149 160 136 151 753
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106 M沢集落 神崎マコト ⼀般審査員A 16 14 12 15 16 73 廃墟マニアがたどった末路。話の展開も上⼿いし、友達が狂っていく様⼦がい
い。佐島が『畏き⼒』を使って安達に呪いを使うのはなんなのって思いました
が、この時の佐島、本来の佐島なのかなって想像しましたね。そして、その佐
島が幸せ絶頂の時に消えた。『畏き⼒』の代償なのか、何かに導かれてなの
か。それは分からないけど、主⼈公が⽣き残ったのは佐島に嫉妬される要素が
なかったのかなって感じました。何か⼀つでもあったら主⼈公もやられていた
かもしれない。全体的に⾼めの得点にしています。

106 M沢集落 神崎マコト ⼀般審査員B 14 13 12 10 12 61 ありがちな呪詛は実は友達がかけていた系の話しでした。2チャンにありそう
な話しでちょいと退屈でした。怪談はもしかしたらあり得るなくらいのライン
を超えると途端につまらなくなってしまうので、話に⼊り込めなかったのは残
念でした。計画的な呪詛ではなく、成り⾏きからの出来⼼での呪詛の⽅がまだ
真実味があると思います。

106 M沢集落 神崎マコト ⼀般審査員C 16 16 15 13 16 76 ダムに沈みゆく村というのは今ではモチーフとしてはそれ程珍しくはないもの
の、何故か住⼈が誰も反対しなかったり、住みにくい⼟地に無理に住んでたよ
うな印象を受けたりと、謎や伏線がしっかりと引かれていて引き込まれた。
探索も奥へ進む描写もドキドキさせてくれた。
ホラーパートもしっかりと焦りと恐怖をもり⽴てながらも不可解さを両⽴させ
ている。
そこからの裏切りや喪失も胸糞ではあるが、それもまた素晴らしい後味の悪
さ。
伏線もある程度回収されつつ、謎が残る感じも良い。
⽂章も全体的に読みやすかった。
ただ、各々の友⼈の描写を少し増やすことで個性を感じられれば、もっと友⼈
の喪失感を感じられたのかもしれない。

106 M沢集落 神崎マコト ⼀般審査員D 15 12 17 16 14 74 呪いに関する話は常にバッドエンド。⽅程式のように決まっているラストでし
た。仲良し三⼈組と思っていたのに、実はそうでなかったと気付いた時の主⼈
公の虚しさ、悲しさを想像するとやりきれなさを感じました。呪い発動に関す
る内容なよく作りこまれていて、どうしたらこういうものが思いつくんだろう
かと純粋に感⼼しました。ダムに沈む集落を村⼈が未練なく捨てた理由の答え
合わせが、最終的にぴったりとはまっていて構成の作り⽅は⾒事だと思いまし
た。ただ、これまでスピード感があったり、切味鋭い作品が多かっただけに今
回はあまりキレが良くないように感じました。

106 M沢集落 神崎マコト ⼀般審査員E 18 20 20 15 20 93 単なる⼼霊スポットで起きた怪異の話では無くて、呪詛をテーマにしていて、
最後は佐島が仕組んでいた⼈怖的な感じも⼊っていて、引き込まれて夢中に
なって読みました。情景の描き⽅が素晴らしくて、Ｍ沢集落が⽬に浮かびまし
た。三枚に分かれている呪詛の描き⽅も秀逸です。毎回違うテーマで飽きさせ
無いで書けるのは凄いですね。佐島視点の話も書いて貰いたいです。

106 M沢集落 神崎マコト ⼀般審査員F 17 14 13 15 15 74 ⼤変⾯⽩く読ませていただきました。⽂章⾃体も読みやすく、⾮常に良い作品
でした。ダムの底に沈む集落の話や廃墟となってしまった家屋の点在する集落
の話などは興味深いものがある。ただの廃墟だと思っていた集落で発⾒される
謎めいた箱、髪の⽑、そして紙⽚。紙に書かれてあるのは恐らく呪詛…。話の
世界にどんどん惹き込まれていく展開ですね。安達の異変と失踪、佐島の変
化、そしてまたも失踪。佐島が安達のことを実は妬んでいて、呪詛は佐島が安
達に対して⾏った、という展開は怖さもあるが⼀抹の寂しさも感じる。呪詛で
呼び出されたもねは⼀体何だったのか、彼らはどうなってしまったのか…等、
⾊々と想像⼒を掻き⽴てられる作品でもありますね。

106 M沢集落 神崎マコト ⼀般審査員G 18 15 15 10 15 73 読み終えた後に、なんとも切ない重たい気持ちにさせられた怪談でした。集落
での描写や呪詛の内容などがとても丁寧で、より怖さも増した感じがしまし
た。また怪談要素の中にも⼈怖的な部分もあり、友⼈との事でしたが内情は恋
愛絡みのドロドロで、その辺も怖いなぁと感じました。その彼⼥さんもこんな
事になっている事は知っていたのかなぁ⁇ 今はもうその集落はダムの底との事
…その集落の⽅々はその呪詛とどんな⾵に向き合い⽣活していたのか…⾊々と
謎も残り、⾯⽩いお話しだったと思います。

106 M沢集落 神崎マコト ⼀般審査員H 20 20 15 15 15 85 映画にできそうな怪談⽂学。神崎さんの新作を楽しみにしておりました。⽉刊
ペースで読めて嬉しいです！終始説明が上⼿すぎる。読み⼿が安易に想像でき
るような描写表現が素晴らしく、3⼈が廃虚になった集落に⼊った瞬間には、
息が浅くなるぐらい緊張感に包まれました。状況を説明していく⽂脈は余計な
雑⾳が⼊らず読み進める事ができ、素晴らしいミステリー怪談になっていると
感じました。昼間なのに、ジメジメとカビ臭さを感じるような異様な臭いを感
じるよう展開が素晴らしい。登場する舞台装置がいちいち怖い。劣化した紙に
こびりついた所々⽩い、⿊い⽷。⼈の⻭。⻭ぎしりの⾳。⾜跡。伏線の回収テ
ンポも完成度が⾼い作品だと思います。

106 M沢集落 神崎マコト ⼀般審査員I 12 11 10 10 10 53 杉沢村がモチーフですよね？結局住⺠はなぜ素直にでていったんでしょう？結
界は何のために？安達さんは死んでしまっている気がしますがぞっとします

106 M沢集落 神崎マコト ⼀般審査員J 15 16 12 12 15 70 怖さ:ヒトの妬みを発端とした呪いは、⾮⽇常でありつつも、妬みの理由がとこ
にでもある内容であり、誰でも誰かを呪う可能性があるのだと思わせる怖さが
ありました。
鋭さ:ダムの建設予定地に⾏ったときの情景や景⾊の雰囲気を読者に想像させや
すい記述になって、各登場⼈物の表情まで想像させる物語としての⾯⽩さがあ
りました。
新しさ:よくある廃集落での⼼霊体験ではなく、同⾏者を呪いの罠にかけるため
のイベントであったところに新しさを感じました。
ユーモラスさ:ヒトを呪わば⽳⼆つをわかりやすく表しているところが良かった
と思います。
意外さ:同⾏者を呪いの罠にはめるためのイベントであったことを想像していま
せんでした。また、集落の⽅々が担っていた役割も意外で⾯⽩かったと思いま
す。

合計 161 151 141 131 148 732
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101 盲⽬ 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員A 10 10 15 10 15 60 語っている主⼈公が最初、盲⽬なのかなって思ったけど実は亡くなっていたと
いう展開は新鮮だなって思いました。そのため、「新しさ」の得点を⾼くして
います。その亡くなったきっかけが盲⽬だったということで、⾜を引っ張って
いるんだと思ってしまいこの世を去ってしまったという内容はちょっと切ない
なと思いました。怖くはなかったので、他の項⽬の点数は低くしています。

101 盲⽬ 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員B 8 10 14 11 15 58 ⼀⾔でいうと、むずい！そんなはなしです。整理すると⼩学⽣の頃に盲⽬に
なって２０歳前後から霊の声が聞こえるようになったけど、本当はもう死んで
いて、除霊をしてもらう為に呼んだ霊能⼒者も実は幽霊でなぜか主⼈公のこと
を成仏さる為にやって来ていて、⽗、兄は亡くなっていて⽣きているのは実は
⺟親だけというオチ。そして、この話は誰が書いたんだという謎。ちょいとむ
ずかしいです。

101 盲⽬ 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員C 15 16 14 13 18 76 そうですかそう来ましたか お⾒事なタイトルの伏線回収。ある程度この後の
展開を想像し読み進めていきますが決めつけや先⼊観がどうしても産まれがち
の、我々読み⼿もまた盲⽬的でした。怖さというか物語としての転換の鋭さに
ポイントを⾼めにしました 成る程とスンナリ沁みたので意外さも⾼めです

101 盲⽬ 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員D 11 11 17 16 19 74 後半⼀気に展開が変わり最後まで読み終わってから「⾒事！」と思いました。
前半の陰鬱とした主⼈公の独⽩は意図したものなのか、たまたまなのか分かり
ませんが後半霊能者が登場してからの空気の変わり⽅、畳みかける展開の早さ
がとても⾯⽩かったです。前半は正直重すぎてなかなか内容が頭に⼊ってこな
かったので読みづらかったですが、中盤からは読みやすくなって良かったで
す。最終的に家族を失った悲しみ、後悔、⾃戒の念が遺ってしまっていたとい
うとても悲しいお話でした。久しぶりに意表を突かれた作品でした。

101 盲⽬ 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員E 10 10 20 10 10 60 映画の「シックス・センス」に近いようなどんでん返しで、読み終わってか
ら、もう⼀回最初から読み直しました。亡くなった⼈⽬線で書かれているのは
新しいですが、⽂体が淡々としているせいか怖さはあまり感じられずでした。
盲⽬というタイトルが主⼈公が視⼒を失った事の意味だけでは無く、⼼を閉ざ
してしまって⼤切な家族の⼼も⾒えなくなってしまった事を意味しているのは
グッときました。

101 盲⽬ 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員F 13 12 13 13 14 65 最後の最後で、ああ、そうだったのか、と思わせるところが意外性で評価出来
ますね。結局、このお話の主⼈公である〝私〟は亡くなっていたのですね。そ
して、お⽗さんとお兄さんも。⽬が⾒えないのに『死んだ⼈たち』の姿が⾒え
る。それは、霊感があるなしではなく、亡くなっていたから、という理由なの
でしょうか…。お⽗さんとお兄さんが、⾃ら命を断とうとした〝私〟を助けよ
うとして亡くなられたのは切ないですね。家族に負い⽬を感じて死を選び、け
れど⺟親が⼼配で成仏出来なかった〝私〟を救ってくれたのは亡くなった霊能
者？それとも守護霊様だったのでしょうか？⽂中で、毎⽇の⽇付と…毎⽇を過
ごして…という箇所がありますが、これだと⼆重表現になるので、どちらかに
するといいと思います。

101 盲⽬ 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員G 18 18 18 10 20 84 うわぁ…そういう事だったんですね…良い意味で裏切られた、話しの構成がと
ても⾯⽩い怪談でした！なので意外性を⾼得点とさせて頂きました。⼜その他
の点も申し分の無い⾼得点！ 怖さの点ですが、このお話しはおどろおどろし
いと⾔うよりは切ないお話しで、でも家族の愛も感じられて涙してしまいまし
た。こんな事になる前に何か⼿⽴ては無かったのか…と悔やまれましたがこれ
を機に上に安らかに昇ってくれたと信じたいと思う、⾊々な感情を揺さぶられ
るお話しだったと思います。

101 盲⽬ 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員H 5 5 20 20 20 70 新しい！この切り⼝の投稿怪談は珍しいと思います。⾯⽩い。実際に死ん
じゃって、⾃覚できていない霊はこんな感覚なのかもなぁ〜と想像が膨らむ内
容でした。最終章に⼊ってからは⼀気に恐怖が増しました。主⼈公に寄り添っ
てくれた⼥性は、味⽅なのか、敵なのか。死んでいることは確かでしょうか
ら、「お⺟様のことは後は私が…」のその後を想像すると怖いです。死神な
の！？と考察が楽しめました。1度読了した後に、もう⼀度読むと、より俯瞰
で相関的に読む事ができるので⼆度美味しい怪談だと思います。

101 盲⽬ 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員I 13 12 15 10 16 66 この話で⽣きているのはお⺟さんだけということでしょうか？成仏させに来た
⼥性も亡くなっている⽅で。。。でもあとは私に任せてみたいなことを。。。意外
な展開で⾯⽩かったのですが最後にぐしゃってなってしまいました。わたしの
理解⼒が⾜りないだけなのかもしれませんが。。。読みやすい⽂章ですいすい読
むことができました

101 盲⽬ 中岡いち（ペンネーム） ⼀般審査員J 12 12 15 18 17 74 怖さ:死者の声を聞くことができる主⼈公が最後に⾃分が死んでいることを気づ
いたことと⺟親がずっと主⼈公と⼀緒に⾏動をしていたという悲しい怖さを感
じました。
鋭さ:盲⽬な主⼈公が⾃分の世界をどのように感じているのかをわかりやすく書
かれていたと思います。また死ぬことの恐怖感がなかったことについても理由
がわかりやすく記載していることに鋭さを感じました。
新しさ:盲⽬な主⼈公が実は⽣者ではなかったという点が、⼀般的な怪談とは異
なっていて新しさを感じました。
ユーモラスさ:主⼈公が最後に死んでいた点や家族との絆については、昔⾒た映
画を思い出させるユーモアさがありました。
意外さ:主⼈公が実はなくなっていたということが判明するところと⽗親・兄も
主⼈公とともになくなっていたという点にいい意味で意外さを感じました。

合計 115 116 161 131 164 687

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

102 嗅覚 超常現象好きのウィンチェスター ⼀般審査員A 12 12 16 14 16 70 本⽂の途中、どこか⽂字化けしていたのがちょっと気になりましたね。⼼霊ス
ポットに⾏き何にもないから、悪ふざけをしていたら⼥性のすすり泣く声を聞
いてしまったというのは怪談としてはあるあるな話だなって思いました。そし
て、その⼼霊スポットに⾏った後、主⼈公は⽣臭い匂いを嗅ぐようになってし
まう。その匂いの正体は中絶したことのある⼥性から漂ってくるもので、お⾦
欲しさに本番でやって出来たら堕とすという発想はちょっと⾔葉にはならな
かったですね。⽣まれた⼦供に対して本当に好きになった⼈と交際しなさいと
教育する主⼈公はしっかりとこの体験を教訓にしているのは、しっかりとした
主⼈公だなって感じました。

102 嗅覚 超常現象好きのウィンチェスター ⼀般審査員B 12 13 17 12 14 68 トンネルのくだりまでは、ありがちな話かなと思っていたら、妊娠中絶をした
⼈が⽣臭く感じる能⼒に⽬覚める話になって驚きました。聞いた事ない話で新
しい発⾒があり勉強になりました。ここからは私の勝⼿な想像ですが妊娠中絶
をした⽅は⽣理の時、⽣臭い匂いがきつくなるのかもしれません。実は私も⼥
性の⽣理の時の匂いが苦⼿で横を通るだけで気分が悪くなる⼈がたまにいま
す。⽣理の時でも匂いを感じない⼈もいますのでもしかしたら、関係があるか
もしれませんね。

102 嗅覚 超常現象好きのウィンチェスター ⼀般審査員C 16 14 14 13 14 71 正に匂い⽴つ嫌ぁなお話で勘の鋭い⽅は五感の何処かに反応するもでスポット
に来る者をその霊は品定めしていたのでしょうね。語り⼿の⽅だけがまるで後
世に伝える為に残されたメッセンジャー的な役⽬を担わされたようで最後まで
薄気味悪さが⼼地良かったです。怖さがすんなり怖さに結びついたのでやや⾼
めとしました 新しさや、意外さはほぼ展開としては⼀本道なので平均的の点
数にしました。

102 嗅覚 超常現象好きのウィンチェスター ⼀般審査員D 12 15 17 15 17 76 怪異の出現条件が新しくとても興味深い話だった。⼼スポで起きた怪異⾃体は
所謂「よくある話」だったが、実際は悲しい過去がある⼥性だったのかもしれ
ない。なぜ、男性の上司にそういった怪異体験をさせるようになったのか考察
すると、お腹の⼦の⽗親に似ていたのか、男性ならば無条件に発動するものな
のか、と不気味さが増してきました。不条理に⾝に降りかかった怪異に対し
て、素直に受け⼊れて⾃分なりに解釈をして前向きに捉えている上司の⽅も
少々怖いと思いましたが・・・

102 嗅覚 超常現象好きのウィンチェスター ⼀般審査員E 10 5 10 10 15 50 ⼼霊スポットのトンネルで⾒た⽩いワンピースの⼥性と⽣臭さを感じるように
なった事の結び付きが「何らかの経緯で中絶しなければいけなくなり、その罪
悪感からあのトンネルの近くで命を絶ってしまった⼈で、そしてその無念が晴
れる事なく今でもあのトンネルでずっと泣き続けている」という考察はしっく
り来なかったです。この最後のまとめまで引き込まれて読んでいたので尻すぼ
みな感じでした。そして話の盛り上がりでの⽂字化けは残念です。

102 嗅覚 超常現象好きのウィンチェスター ⼀般審査員F 13 13 14 14 13 67 怖さとしてはそれほど感じませんでしたが、教訓になるいいお話でした。所謂
よくある⼼霊スポットに⾏ってからおかしな事が起こり…という話ですが、⽣
臭さを感じるようになった、というのはあまり聞かないので、そういう意味で
は新しいかな、と思いました。しかも、その⽣臭さは⼥性が意図的に中絶をし
た回数によって変わり、回数を重ねている⼈ほど⽣臭さが強くなるというのも
不思議で興味深い。考察されているように、トンネルで⾒た⼥性の霊も、⾃ら
中絶してしまった⽅だったのかもしれませんね。お話は⾮常に良かったのです
が、⾏間があればもっと読みやすくなると思います。後、⽂中で、⽂字化け？
したのか、ん？と思う箇所があったのが気になりました。それと、呆れたよう
にそんな話を聞かされたが、…の⽂章のところは、『呆れたように』を省く
か、若しくは、そんな話を聞かされ呆れたが、というように書き換えるといい
と思います。

102 嗅覚 超常現象好きのウィンチェスター ⼀般審査員G 15 15 15 15 18 78 ⼼霊スポットの件からもうフラグ⽴ってるじゃん！と思いながら読ませて頂き
ました。タイトルがどんな感じに絡んでくるのか、ワクワクしながら読み進め
たのですが、トンネルでの友達との会話が怖さもあるのですが、若さゆえの
ユーモアが感じられたのでその点を⾼評価としました。⼼霊の話しで臭覚を刺
激してくる点は本当に怖いですね…しかも⽣臭いのが気持ち悪い。そしてその
現象が後に教訓めいた事に繋がる辺りが怪談説法みたいな感じもして、⾯⽩い
着地だったなぁと。⼤変⾯⽩い怪談でした。

102 嗅覚 超常現象好きのウィンチェスター ⼀般審査員H 15 20 15 10 10 70 吐き気を感じる厭な怪談でした。気持ち悪いをもっと不快に、そして嫌悪の緩
急のつけ⽅が上⼿い怪談だと思います。ただの⼼霊スポットでの体験談かと思
いきや、霊との接触で嗅覚に異変がおき、⽣臭さと⽣活する事になってしまっ
た主⼈公。⽣臭さに差異がある理由が後半で判明するのですが…中絶が理由と
のことで重い厭な話になりました。⽣臭さが急激に、死臭や、腐敗とリンクし
てしまい悲しさと怖さが、ぐちゃぐちゃになった気がします。さらに追い討ち
をかけるように、妻の流産がきっかけで、臭いの強さの理由が分かって悲しく
なりました。創作でありますように…

102 嗅覚 超常現象好きのウィンチェスター ⼀般審査員I 13 12 13 10 11 59 ⾃分の意思で中絶した⼈は⽣臭い。なんでしょう中絶って遊んでできてしまっ
た以外にも発⽣する事象なのに。それでも⽣臭くなってしまうなんてなんだか
嫌な話でした。ときおり⽂章がおかしいところも⾒受けられました。怖いとい
うよりちょっと不快な話できた。だったら中絶しなきゃ⾏けないようなことを
した男にも何かしらあって欲しかったな。⼥だけが悪いみたいなそんな印象を
受けました

102 嗅覚 超常現象好きのウィンチェスター ⼀般審査員J 10 11 13 11 12 57 怖さ:⼼霊スポットを訪れた経験から得られた特殊な能⼒の内容が徐々に明らか
になっていく話の展開に悲しい理由が隠れていると感じ、怖さを感じました
鋭さ:主⼈公が得た特殊な能⼒の内容が徐々に明らかになっていく話がわかりや
すく良かったと思う。
新しさ:主⼈公の特殊な能⼒が⾃分の意志で中絶した⼥性に対するものであると
いうことを中⼼に話が展開されていたことに新しさがありました。
ユーモラスさ:⼼霊スポットに⾏く点は、よくある罰ゲーム的な展開と主⼈公の
特殊能⼒をお⼦さんの教育に役⽴てている点にユーモアさがあり良かったと思
う
意外さ:主⼈公の特殊能⼒の理由が明らかになり、⼼霊スポットで出会った⼥性
の霊の正体を推測させるところに意外さを感じました。

合計 128 130 144 124 140 666

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

100 マネキンの街 平中なごん ⼀般審査員A 16 12 20 18 18 84 電⾞に乗っていたら異世界に迷い込んでしまったというのはあるあるな話だ
なって思うけど、マネキンしかいない街に迷い込むのは嫌。怖い。なんで巻き
込まれたのかもわからない。怪異は突然やってくるとよく⾔いますけど、この
話はまさしくそれ。⼀つ⼀つの描写がリアルで、安⼼するシーンがない。こん
な体験したらマネキン恐怖症になりますよ。

100 マネキンの街 平中なごん ⼀般審査員B 12 12 5 12 13 54 まさしく、世にも奇妙な物語です！元ちびノリダーで俳優の伊藤さんが主⼈公
を演じている姿が思い浮かびました。もし実話なら失礼ですが、どこかで⾒た
シュチュエーションすぎて、あまり怖くなかったです。現実離れしすぎていて
映像じゃないと⼊り込めませんでした。

100 マネキンの街 平中なごん ⼀般審査員C 17 15 15 16 15 78 まるで世にも奇妙な物語に⼊り込んだような⽇常と⾮⽇常が交差し徐々に世界
が変化してゆく世界マネキンなだけに体温が無い、何を考えているのかも分か
らない、気づいた時にはまさか⾃分もマネキンに‥？と想像が広がるような展
開とテンポの早さが良かったです 霊とはまた違うマネキンの無機質な怖さと
⾒ようによっては若⼲ユーモアも感じ得るのでそこは⾼めとしました また⼀
つ違った展開や、⼭場が欲しかった所

100 マネキンの街 平中なごん ⼀般審査員D 15 12 11 12 10 60 正直、終始予想通りの展開だった。マネキンに⼀⻫に⾒られるのを想像するだ
けでとても気味が悪いし、恐怖症にもなると思う。異世界にまぎれこんでしま
う話は⾊々読んできたが、珍しく現世に戻って来られた稀な話のはずなのに戻
れたきっかけが謎すぎて消化不良。その部分について考察する余地があるとも
う少し楽しめると思った。

100 マネキンの街 平中なごん ⼀般審査員E 10 10 10 10 10 50 異世界に迷い込んで,しまったお話。話の導⼊が上⼿くて引き込まれたのと、⽂
章内にも書いて有りましたが、「きさらぎ駅」を彷彿とさせる内容なんだと期
待が膨らみ過ぎてしまいました。途中、⼦供のお⺟さんに話しかけたり、家の
中を覗いたりが現実離れしていて、夢の中での話しの様に感じて中だるみして
いる印象です。また最後の盛り上がりにも⽋けているので、「マネキン恐怖
症」の⼀⾔だけでは無く、もう少しインパクトの有る終わり⽅だと加点出来た
と思います。

100 マネキンの街 平中なごん ⼀般審査員F 16 13 14 15 13 71 何気ない⽇常に突如として現れる⾮⽇常の中で⾃分以外に話せる⼈がいないと
いう事実にこそ本当の恐怖を感じるものなのかもしれない。このお話の場合、
⾃分以外は全てマネキンという異世界にある⽇突然迷い込んだ感じで、最初は
普通の⼈だと思わせておいて、それが気づけば悉く⼈ぢはなくマネキンである
というところに怖さを感じる。⼈形系のお話もよくあるといえばある訳だが、
街全体がマネキンしかいない、という設定は新しいかもしれない。⽂章中に
〝抜け〟が2ヶ所程あったのでそこが残念でした。後、⾏間はあって読みやす
くはありますが、⽂節で纏めても良いかな、と思います。

100 マネキンの街 平中なごん ⼀般審査員G 20 15 18 15 15 83 もうこれ、ドラマとかに出来そうなお話しですよね！何となく展開が読める部
分もあるんですけど、期待を裏切らない怖さの落ちが⼜⼩気味良く、とても⾯
⽩い怪談でした。怖さの中にもマネキンが⾮⽇常的な登場の仕⽅で、個⼈的に
はユーモアすら感じられその点でも⾼得点とさせて頂きました。話しの構成、
描写もとても良く読みやすく、様々な点を加味し全体的に⾼評価です。もちろ
ん怖さの点は満点を付けましたが、本当に怖いですね…怖さの中の不思議さも
相まってゾクゾクの中にワクワクさえ感じてしまいました。しかし無事に帰宅
出来たようで良かったです…

100 マネキンの街 平中なごん ⼀般審査員H 5 5 10 20 10 50 主⼈公の緊張感の描写がとても素晴らしく、きさらぎ駅っぽいと揶揄されない
ように上⼿く構成されていると思いました。SFの投稿作品が少ないので、最後
まで楽しく読む事ができました。しつこいぐらいに繰り返される、⼈がマネキ
ンに変化する展開が、読み⼿によっては、チープに感じるかもしれませんが、
私個⼈としては、児童書で書籍化出来そうなテンポの良さを感じました。
私⾃⾝が悪いのですが、オーマイキーが脳内再現されてしまい、家庭内での様
⼦がシュールなギャグに…私の脳が悪いです。申し訳ありません。

100 マネキンの街 平中なごん ⼀般審査員I 14 13 13 13 12 65 世にも奇妙な物語みたいなお話でした。⽂章は読みやすかったです。すぐドラ
マにできそうなお話でした。異世界もののようなので。。。居眠りしてからの異
世界はきさらぎ駅のままですね。なんのタイミングでこちらの世界に戻れたの
でしょう？動くマネキンは何回もみているのに。⾃分以外がマネキンの世界は
想像すると精神的に来ちゃいそうで、できれば同じ境遇の⼈がもう1⼈くらい
いて欲しかったような

100 マネキンの街 平中なごん ⼀般審査員J 13 14 12 16 11 66 怖さ: 主⼈公が乗った電⾞や街中で、⼈間ではなくマネキンが⼈間のふりをし
て⽣活しているという異常な状況が書かれていて、某TV局の奇妙な物語を彷彿
とさせる怖さがありました。
鋭さ: ⽇常⽣活の中に突如として現れる⾮⽇常の話のテンポの良さがよく伝
わってきて、情景が想像しやすい展開となっていました。
新しさ: マネキンが⼈間のふりをして⽣活するという設定は、⼀般的な怪談と
は異なって、某番組の物語に出てきても良いくらいの新しさがありました。
ユーモラスさ: 主⼈公がマネキン恐怖症になるという結末は、恐怖の中にユー
モラスを与えてくれたと思い、良かったです。
意外さ: 主⼈公が乗った電⾞が突然他の乗客がいなくなり、以降どこに⾏って
もマネキンと遭遇し、いつの間にか⾃宅に帰っているという点に意外さを感じ
ました。

合計 138 121 128 147 127 661

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

92 まとわりつく ⼀般審査員A 16 13 16 12 16 73 病院で勤務していると病⽋は使えないなって思いました。体験者の同僚が仕事
をやめてしまったきかっかけの話は、胸糞なところも含まれていましたね。い
きなり、腰から下に⿊いモヤが⾒えてしまったらびっくりすると思う。この
時、占いができるご主⼈がこの時、丁寧な対応をしていればよかったと思うけ
ど、それはタラればですかな。その⿊いモヤは⼈の欲望なのかどうかは分から
ないが、まぁ、辞めた同僚の元カレがたぶん流したんでしょうね。ネットに。
リベンジなんとか（あえて⾔葉にはしません）ってやつなのかな。ヒトコワと
怪談の両⽅が混ざった話で個⼈的にはよかったです。

92 まとわりつく ⼀般審査員B 13 12 13 12 12 62 この話を聞いて浮かんだのがセクシー⼥優も同じ症状がでてる⼈がいるんだろ
うなと思いました。そして看護師さんには⽣き霊が憑いていたということで、
話の中に昼はちょっと楽になって夜はキツくなるのは⽣き霊の特徴みたいです
し、早めにお祓いをしている事を願うばかりです。

92 まとわりつく ⼀般審査員C 14 14 16 15 17 76 ⾝勝⼿な⼈間の怖さと視える⼈の⽬線の怖さが交差した稀有なお話、悪癖とい
うものはなかなか注意しても本⼈にはなかなか届かないようで⽌めるのは難し
いですねより興奮しエスカレートしてゆく例が多いので出来るだけ早く関係性
を断ち切るのがベストかなとその下半⾝の重さの原因は意図せず好奇の⽬が複
数まとわりついてしまった正にタイトルに繋がり回収となりしっくりきました
 最初に述べた通りヒトコワと得体の知れないモノのダブルの怖さや新しさが
そこはやや⾼めにしました ⽂章⾃体も読み⼿を意識されており読みやすかっ
たです

92 まとわりつく ⼀般審査員D 16 15 17 17 18 83 20年前にはピンと来なくても今になればすぐにピンとくる話でした。とても胸
糞悪い話で最後まで興味深く読ませていただきました。「占いのご主⼈」が⾒
えた⿊いもやのような無数の男の影の存在が⾮常に気分が悪い存在でありつ
つ、最後まで読むととても納得がいく怪異。今でこそリベンジポルノという⾔
葉が広まっていますが、20年前ではそんな⾔葉もなく、ネットの規制も⽢い時
代だったので実際に起きてしまったものなのではないかという後味の悪さもあ
る⼈怖と霊的怪異が合わさったとても⾯⽩い話でした。Oさんが実在の⼈物で
ないことを願うのみです。

92 まとわりつく ⼀般審査員E 15 5 10 10 10 50 タイトルから何かが腰にまとわりついていて具合が悪くなっているのは想像が
出来てしまいました。まとわりついているのが複数居る様⼦は怖かったです
が、複数居る理由が別れた彼⽒が動画をネットに流したかもしれない事、そし
てそれを⾒た⼈かもしれないという事だと、フワッとしていて無理が有るなと
思いました。最後のまとめ⽅も「もらいやすい体質」だけだと弱いので、もっ
とインパクトが有る終わり⽅だと加点出来たと思います。全体的に回りくどい
表現が多いので、特に前段の病院の説明はもっと簡潔に書いて貰えると読みや
すくなると思います。

92 まとわりつく ⼀般審査員F 14 10 12 11 12 59 病院勤務の⽅のお話は興味がありますが、このお話は職員さんのプライベート
上の出来事で、⼥性にとっては結構深刻に受け⽌めざるを得ない嫌な怖さを感
じるお話なのではないでしょうか。Oさんの安否も気になりますが、別れた彼
⽒の性癖・・・。本当にゾッとしますね。近年でも良くネットリテラシーが問
われる時代ですが、⼀度ネットに上げられたものは簡単に消せなかったりもす
るので、そういった意味では⾮常に怖いと⾔える作品でした。もっと⾏間を開
けられるとお話が読みやすくなります。

92 まとわりつく ⼀般審査員G 15 15 15 10 15 70 男の執着…本当に嫌ですね…気持ち悪い怖さ、ドロドロした感じがとても⾯⽩
いと感じたお話しでした。これは⼈怖と霊的なミックスなのか⁈特に後半の“ま
とわりつく”ものが⼤⼈数という件で、良い意味で予想を裏切られた感じがまた
良かったです。てっきり彼⽒1⼈の何かなのかなぁと思っていたので。気持ち悪
いですね…Oさんのそれからもどうなったのか気になる所ですし、他にも⾊々
と考察できるお話しだったと思います。なので全体的に⾼評価にさせて頂きま
した。

92 まとわりつく ⼀般審査員H 10 10 15 15 5 55 めちゃくちゃ実話怪談っぽい！本⼈、もくしは⾝内に医療従事者がいる場合
は、現場の雰囲気などがリアルに想像できそうです。⽣き霊かなにかか
なぁ〜？と読み進めたところ、アダルトな念が拘執したストーリー展開に驚き
ました。確かに性欲は淫のエネルギーが結集しそうだな…と。センシティブな
オチなので、読み⼿の好みがわかれそうです。性欲と凝視がひとつになると、
執着になるのかも…と思いました。「下半⾝の重さ」が⽇を追ってひどくなっ
ていく点が再⽣数増えているような感じがして怖いですね。記憶に焼きつく怪
談だと思います。

92 まとわりつく ⼀般審査員I 13 11 10 10 12 56 最後が意味がわからなかったです。たくさんの男の⼈が憑いていてもらいやす
い？たくさんの男の⼈は動画を⾒た⼈かもしれないが、それがなぜ取り憑いて
る苦しめるのかよく分からなかったです。元彼が取り憑くならまだ理解はでき
たのですが。。。途中まで怖かっただけに私の中ではちょっと残念だったな

92 まとわりつく ⼀般審査員J 11 11 11 13 15 61 怖さ：Ｏさんの不調は、別れた彼⽒によるヒトコワであることと、映像を⾒た
⽅々の⽣霊と思われるものがついてしまうという⼈の執念を感じる怖さでし
た。
鋭さ：ＯさんをＳさんの⽬線で捉えたストーリの展開となっていて、結局、Ｏ
さんがどうなったのかを読者に投げかけさせる⾯⽩さがありました。
新しさ：Ｏさんが、インターネットを通じて、⽣霊を⾶ばされたことが不調の
原因であり、結局、どうなったのかが読者に投げかかける構成になっていたこ
とが良かった。
ユーモアさ：Ｓさんのごご主⼈の対応が⾮常に⽬に浮かぶような気がし、最後
のひと⾔にもストーリーの中で⾯⽩みを与えていた
意外さ：元彼⽒が、なんらかの執着を⽰した⽣霊を⾶ばしているのかと思わせ
たが、インターネットを通じた様々な⽅の執着と思われる⽣霊だったことが、
意外であったところが良かった。

合計 137 116 135 125 132 645
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No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

105 判断はお任せします 猫科狸 ⼀般審査員A 14 15 12 15 15 71 みんな⼼霊スポットに⾏っちゃうのはなんでなんですかね。この話は不思議で
したね。話してくれた⽅が急にベランダで寝てしまうのは傍から⾒たら恐ろし
いと思うし、なんでそんな⾏動をとってしまうのか。ちょっと理解できないで
すね。⼼霊スポットに⾏ったからそこにいた何者かを部屋に連れてきたのか。
はたまた、⼼霊スポットに⾏ったから霊感が⽬覚め、部屋に出てくる何者を⾒
るようになってしまったのか。怪談でしたね。

105 判断はお任せします 猫科狸 ⼀般審査員B 13 12 13 10 12 60 とりあえず、酔っ払ってタクシーで⼼霊スポットは⾏かないんじゃないでしょ
うか？タクシーは待たせて置くんでしょうか？それとも電話で呼ぶんですか？
そこから違和感が⽣まれちゃいました。話は事故物件みたいな感じで私の部屋
と⾔い張る霊にベランダに追い出された話で病院送りにされたAさんを紹介さ
れたってなってますけど、ちょいとありえない展開すぎます。そして最後にご
冥福をって！これは創作怪談ですw

105 判断はお任せします 猫科狸 ⼀般審査員C 16 13 14 12 14 69 語り⼿がAさんから聞いた体験と語り⼿の体験の2部構成になっていて、どう繋
がるのかと気になって進めて居たら、最後にAさんが亡くなっていることが⽰
されヒヤリとした。
しかし、この恐怖感は語り⼿の伝え⽅にある気がする。
何か2⼈ともに狂気を感じるのだ。
その為か、内容もなんだか掴みどころがない場⾯も多く散⽂的な感じも受け
る。
だかそれが妙なリアリティ感じさせ、なんとも⾔いがたい気持ち悪さがある。
部屋の怪異に繋がりがあるのか、2つは違う性質にも⾒えるし、繋がっている
ようにも⾒える。
謎が尾を引く話だった。

105 判断はお任せします 猫科狸 ⼀般審査員D 13 12 15 11 16 67 Aさんの話、私⾃⾝に起きた話という⼆段構えの話の中で、なぜ「Aさんの話を
聞かなければならなかったのか」が良く分からなかったです。結果論的に、聞
いて良かった、という解釈でよいのでしょうか。所々「うん？」と⾸を傾げな
がら読んでしまいました。最後唐突にAさんが亡くなっている事実を知らされ
る意味もあまり伝わらず・・・読み⼿に「元々あった怪異のスイッチを押して
しまった」のか、「持ち帰ってしまった」のか判断を委ねる怪談としてはよく
あるタイプの⼼霊スポットに気楽に⾏ってはいけない、という戒めの怪談と捉
えました。⼆段構成できっとプロットを練って作られたのだと思いますが、タ
イトルが弱いのがもったいなかったです。

105 判断はお任せします 猫科狸 ⼀般審査員E 10 5 5 10 10 40 あまりにも謎が多過ぎてモヤモヤしました。「ここわたしのへや」と⾔ってい
るので、Ａさんが⼼霊スポットに⾏って連れて来た者が部屋を乗っ取ろうとし
ていたのか？Ａさんよりも前に住んでいた住⼈なのか？主⼈公がその部屋から
引っ越してから⾒るようになったベッドで寝ている誰かを覗き込んでいる夢は
何なのか？なぜＡさんから話を聞いたら夢を⾒なくなったのか？最後もＡさん
が亡くなっている終り⽅でモヤモヤが残りました。

105 判断はお任せします 猫科狸 ⼀般審査員F 14 12 13 12 13 64 まず、タイトルでどんな話だろうと興味を持ちましたが、私は本当にあった事
なのだろうなと思います。Aさんは⼼霊スポットに⾏き、帰って来てから変な
声が聞こえたり、ベッドで寝たはずがベランダで寝てしまっていたりと、奇妙
な体験をし、結果引っ越す事になってしまった。最後の⼀⽂でAさんは亡くな
られたのだとわかった時は意外でもあり、ショックでした。改めて、⼼霊ス
ポットには⾏かない⽅が良い、もしも⾏くのであれば、霊をバカにするような
態度は慎むべき、そう思わせるお話でした。⽂中で、嫌な気持ちが消え去るだ
ろう…と書くべきところが、気持ちを、になっていたり、変なものを連れてき
てしまったんじゃ…と書くところを恐れてきて…となっている箇所があったの
と、⽬を瞑ろうと考えた…の『と』が抜けていました。誤字、脱字以外は⽂も
読みやすく良かったと思います。

105 判断はお任せします 猫科狸 ⼀般審査員G 14 15 14 10 14 67 なんとも妙な不思議な怪談でした。“判断はお任せします”とのタイトルがとて
も気になっていたのですが、お話を完読しても結局判断が迷った。と⾔うのが
私の感想です。⾊々と考察が出来る事が1番の理由で、読み⼿によって様々に考
察を楽しめるのお話しだったのではないでしょうか。そして最後の⼀⽂で
ちょっとえ？と寒気がしたのですけど…Aさん亡くなったんですね…。この⼀
⽂で⼀気に怖さも増した感じがしました。良い意味での後味の悪さが光ったと
思います。

105 判断はお任せします 猫科狸 ⼀般審査員H 5 10 20 20 5 60 噛みごたえのある怪談。霊障とSF要素が混ざってる！？と考察しながら読みま
した。少々難解な内容だったため、読み直しました。読めば読むほど、不可解
で解決しない中途半端な情報量に深読みしてしまい怖かったです。まぶたに焼
きつく残像、錯覚が出てくる描写がとても良かったです。Aさんが聞いた声の
主が。「私」だとするなら…時空が歪んだ賃貸物件なのかも。

105 判断はお任せします 猫科狸 ⼀般審査員I 16 12 15 12 13 68 めちゃくちゃ読みやすかったです。Aさん残念ながらなくなってしまったんで
すね。これ実話だったら本当に怖いです。瞼の裏の⽩いモヤモヤはなんだった
んでしょう。そして⽬が覚めるとベランダにいるという不思議。何⼀つ理由が
わからないところにゾクゾクしました

105 判断はお任せします 猫科狸 ⼀般審査員J 11 11 10 11 9 52 怖さ:主⼈公とAさんの複数の住⼈が感じたわからないものからの現象に悩まさ
れて、その原因が⼼霊スポットなのか元からなのかが最後までわからないとい
うところに怖さを感じました。
鋭さ:主⼈公とAさんが体験した現象をわかりやすく書かれているが、結局、何
なのかがわからない気味の悪いものとして、わかりやすく書かれていた
新しさ:最後まで理由のわからない現象のために⻑く住むことができなり、読者
に推測させる点が新しかった
ユーモラスさ:結局、理由がわからない現象とし、読者に好きなように推測さ
せ、考察させるところにユーモアさを感じました
意外さ:現象の理由もわからないところに意外さを感じたが、もう少しパンチが
ある意外さがあると良いと思いました。

合計 126 117 131 123 121 618

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

65 カウンターに座る⼥性 仲川秀明(ヒデ) ⼀般審査員A 12 12 10 12 10 56 亡くなった⼈が出てくるのではなく、普通に⽣きているかのようにふるまうの
はこれからのトレンドになりそう。数⼗年前ならばともかく、数年前に起きた
出来事で捜査の過程を話すのかなって思いました。怪談としては悪くないけ
ど、ちょっと読みにくいなと思ったので、全体的に低めの得点にしています。

65 カウンターに座る⼥性 仲川秀明(ヒデ) ⼀般審査員B 15 12 15 11 13 66 カウンターに座ってる系の話はよく聞きますが⼈について来て隣に座るって話
は初めて聞きました。Mさんの横に座り、その姿を周りの⼈たちに⾒せつけた
のは⾃分の彼⽒だとアピールしたんでしょうかね。幽霊に突き落とす⼒は無い
と思うので、やっぱり精神的に追い込まれて⾃分で落ちたんだろうなと思いま
す。

65 カウンターに座る⼥性 仲川秀明(ヒデ) ⼀般審査員C 14 15 14 12 15 70 ⼈の距離が近い、⾊恋情念が渦巻く⽔商売にはそもそも霊が寄り付きやすいと
か、そして霊が寄り付いている店は何故かお客さんが絶えない‥と聴きますそ
こまで怖さや真新しさは感じませんでしたが唐突な⾃◯はもう⾒えない⼒が強
制的に働いているようでなかなかに鋭さポイントは⾼めと致しました

65 カウンターに座る⼥性 仲川秀明(ヒデ) ⼀般審査員D 14 10 10 14 15 63 読み終わってから哀しくなるお話でした。「別れられた」というたった⼀⾔で
Mさんと彼⼥の間で何が起きたのか考えるだけでぞっとします。死んでも尚執
着されている恐怖、はっきりと⾃分と第三者に認識されるほど実体化してしま
うほどの強い怨念が恐ろしいです。華やか夜のお店の宴会とカウンターで起き
ているどす⿊い怪異との陰影が⾒事に描かれていてぞくぞくしながら読ませて
いただきました。死んでからもMさんはその彼⼥から逃れれられていないよう
に思えて、とても後味の悪くいい話だと思いました。

65 カウンターに座る⼥性 仲川秀明(ヒデ) ⼀般審査員E 5 5 15 10 10 45 亡くなっていた⼥性を複数の⼈が同時に⾒ていて、誰⼀⼈として幽霊とは思っ
ていないのは⾯⽩いと思いました。彼⼥が⾔っていた「死んでも別れてあげな
いから」が答えな気がします。別れたかった恋⼈が亡くなってしまったから、
結果、別れられた状態ですが、亡くなったから別れられたんだとは⼈には⾔え
ないと思います。余分な情報が多い印象です。店の中に居たお客さんの詳しい
配置とか、そこまで重要では無いので不要かと。それから改⾏を⼊れて貰えれ
ばもっと読みやすくなると思います。

65 カウンターに座る⼥性 仲川秀明(ヒデ) ⼀般審査員F 10 8 10 12 12 52 このお話は体験談という事ですが、⼀週間前に既に亡くなった⼥性が多くの⼈
達に⽬撃されている、という意味では意外、と⾔えるのかもしれません。バー
の店⻑と⻑く同棲をしていたけれど、将来の⽅向性で意⾒が合わず、別れ話が
拗れて⾃ら死を選んでしまった⼥性。店⻑への想いが余程強かったのでしょう
けれど、怖いというより何だか切なくなりますね。⽂章全体としては読みやす
くはあったのですが、改⾏や⾏間があまりなかったので、そこが改善点かな、
と思います。後、カウンターの『ン』の抜けが２ヶ所程ありました。ノヴさん
のお名前も、ブではなく『ヴ』なので、投稿前に確認を。

65 カウンターに座る⼥性 仲川秀明(ヒデ) ⼀般審査員G 18 18 15 10 15 76 いやぁ…怪談⼩説を読んでいる様なとても⾯⽩いお話だったので、全体的に⾼
得点とさせて頂きました。お話しの構成も分かりやすく、状況描写が丁寧な事
もありとても読みやすく、怖さや怖さに⾄る不思議な現象など⾃分も体験して
いるかの様でした。しかし⼥性の怨念や執念は凄く怖いですね…と、同時に可
哀想だなぁと思う部分もあり、話し⾃体は重いんですけど興味深かったので⼀
気に完読です。ちなみに怖さの部分では無いのですけど、冒頭の参加者の⼈間
模様の描写がとても⾯⽩かったですねぇ…端的ではあったのですが⾊々な⼈⽣
やドラマがちょっと垣間⾒れ、この業界には本当に様々な⼈が働いているんだ
なぁと⾃分の知らない世界を覗いた感じがしました。

65 カウンターに座る⼥性 仲川秀明(ヒデ) ⼀般審査員H 15 15 3 3 10 46 亡くなった⽅へご冥福をお祈りします。書評としては、丑三つ時のバーで起き
た怪異、⽬撃者も多数、警官の意味深すぎる確認…不思議で悲しく、時間差で
じわじわ恐怖を感じる内容だと思いました。特に怖いと感じたのが、カウン
ター越しという超絶近距離での霊体との接触ですね。さらに数時間後には、接
客した相⼿が亡くなったという知らせ。後半にかけて怖さへのボルテージが
ガッツリ上がっていくオチがきれいな怪談だと思いました。残念だったのは、
クラブ店⻑とMは同⼀⼈物なのですが表記が不揃いだったり、分かりにくかっ
た点です。もちろん、前後の⽂章を読み込めば誤解はしにくいのですが、固有
名詞は統⼀した表記にした⽅が読み⼿の思索がスムーズにいくと思いました。
3⽉にご投稿いただいたショート怪談のバーと同じ場所だとするなら、お札が
あるのに⼊ってきちゃうほどの悪霊！？とわくわくしました。

65 カウンターに座る⼥性 仲川秀明(ヒデ) ⼀般審査員I 13 12 10 10 11 56 読みやすい⽂章でした。Mさんが⼿にかけたのではなければいいなと思いま
す。みんなに⾒えたと⾔うのがすごい未練を感じました。死んでも別れな
い。。。悲しい有⾔実⾏ですね。彼⼥さんはそれで幸せなんですかね？

65 カウンターに座る⼥性 仲川秀明(ヒデ) ⼀般審査員J 12 13 11 8 13 57 怖さ:Mさんの元彼⼥がMさんがお亡くなりになった要因の可能性があり、事情
聴取に来た刑事さんが話されたすでに元彼⼥は亡くなられており、Mさんがそ
の死に関わっている可能性があると推測させる点にヒトコワと⼼霊としての怖
さを感じました
鋭さ:主⼈公であるMさんの背景を⼩出しにしながら話を展開していき、最後に
ヒトコワの可能性があることを想起させたところが良かった
新しさ:⼼霊とヒトコワを巧みに混られたお話が良かったと思います
ユーモアさ:全体のお話として⾮常に楽しさはありましたが、やや主要⼈物以外
の⾔動に冗⻑さを感じました
意外さ:Mさんが元彼⼥と別れた⽅法や経緯に対して、読者の想像や推察に余地
があったことが⾮常に意外さと楽しさを感じました

合計 128 120 113 102 124 587


